
 

令和４年度 学校関係者評価・第三者評価報告書 

 

奈良学園登美ヶ丘中学校・高等学校 

 

本年度は、新型コロナウイルスに対する防疫対策もあり、学校関係者評価・第三者評価の機会を次のよ

うに複数回設けた。 

 Ⅰ 学校関係者評価・第三者評価委員会（幼小中高合同） 

令和４年１１月２４日 ９：３０～１１：３０ 

令和５年 ３月 ６日 １０：００～１１：３０ 

 Ⅱ PTA関係者による学校関係者評価委員会（中高） 

令和５年 １月２６日 １４：２０～１５：１０ 

それぞれにいただいた評価を次にまとめ、報告する。 

 

Ⅰ 学校関係者評価・第三者評価委員会 

 

日 時：令和４年１１月２４日 ９：３０～１１：３０ 

    はじめに、本日の予定を確認後、幼稚園の英語活動、小学校の授業の様子、Ｍ３学年（中学１

年）の英語の授業を参観後、指導いただいた。  

場 所：大会議室 

評価者：前田 康二 （奈良教育大学 教職大学院 教授） 

出席者：安井教育総括監、兼中学校・高等学校長，梅田小学校長，谷川幼稚園園長 

菅田高等学校教頭（司会），立花中学校教頭，岡井小学校教頭（記録），  

 

１．評価者参観・施設見学の感想 

   ・施設・仕組みに関して、幼稚園と小学校がつながっていることや園児の手の届くところに自然が

あることはとても良い。 

   ・幼稚園から英語教育がしっかりできている。年長児がアルファベットのワークブックを使ってい

ることに驚いた。さらに参観してアルファベットの音を大切に指導されていることもよく分かっ

た。 

   ・体を動かして英語を学ぶ Total Physical Response（全身反応教授法）を取られているのは、と

ても良く、ALTと担任がそのことをよく理解できている。 

・幼児に英語を無理に話させる必要はなく、たくさん英語を聞かせ、体を動かして楽しむことで十

分だか、動作ばかりになっていたので、欲を言えばこの単語だけは言おうなどともう少し口が動

くような働きかけがあればよいと思った。 

・小学校の児童の新聞づくりを見て、しっかり纏められていた。構成も内容もしっかりしていて、

またしっかりした文字で書かれていたこともとても良いと感じた。 

・中学校の授業で ICTを活用した英語のクイズのようなものをされていたが、基礎的な練習が必要

な部分がカバーされていた。タイピングをして回答しないといけないことは、生徒にとって大変

なことかもしれないが、タイピングも今の時代には必要なことなので、英語の基礎的な力（読む・



聞く・話す）の反復練習とタイピングの練習が合わせて行えるのは良いと思った。 

・見学中に話があった縦割り活動（幼稚園内・小学校内・幼小交流）はとても良く、子ども同士が

育てる・育ててもらう関係が大切で、見学を通じて人との関わり方が上手になっていくことを改

めて感じた。社会人になって職場での上下関係が難しいことから、奈良教育大学でも上級生が下

級生に教える機会を設けている。 

 

 ２．各校種（幼稚園、小学校、中学校・高等学校）からの報告 

    

   【幼稚園】  

・園児募集に関して未就園児保護者に対してホームページでの動画掲載や web 広報にも力を入れ

ていこうとしている。 

   ・「元気なならっこ約束運動」の実践の充実、「はばたくなら」の取り組みにも力を注ぎ、園児の生

活習慣や学習に向かう力の育成ができるように取り組んでいる。 

   ・合同運動会の実施や中高の自然再生研究会の園児に向けての取り組みから、上級生から刺激を受

けるとともに上級生に憧れる気持ちを持つようになった。 

・マーチングやリズム表現、劇遊びや絵画工作などさまざまな保育において子どもたちのやりたい

意欲を沸き立たせながら進めている。 

・日本の文化伝統にも力を入れている一つの取り組みとして、毎日、黙想素読で漢詩や万葉集、こ

とわざに触れたり、礼法や日本の行事を体験したりもしている。 

・合理的な配慮の必要な子どもに対する手立てや配慮児童の保護者に対しての声掛けなどで、臨床

心理士からの教員への指導助言があることで有効に進められている。 

 

   【小学校】 

   ・今年度の重点的な取り組みとして、児童募集、探究学習や個別最適化など教育改革を先導する学

校の取り組みの特色をさらに打ち出すこと、昨年度に達成できなかった行動内容について実施に

向けて進めていくこととして進めている。これらを進めるにあたって、教員に重点取り組みを示

し、小学校全体で取り組もうとしている。 

   ・前期を終えた現在、事業計画について順調に実施できている。その一例として、学び委員会を立

ち上げ、そこで実施内容を決定し、学校全体の取り組みに繋げていく体制づくりを行っている。 

   ・広報活動として、web広報の効果もあってか大阪方面からの受験者が昨年度より微増。内部幼稚

園からの進学者増に向けて幼稚園と連携しながらさらに進めていく。 

   ・ユネスコスクールへの申請について、コロナ禍で進めることが難しい状況であったが今年度探究

活動の見直しとともに進めている。 

 

   【中高】 

   ・YouTube学校紹介動画を更新（探究活動版）したり、紙ベース広告から web媒体広告の拡充を進

めたりするなど、募集活動の質的向上を行っている。 

   ・教員の資質・教育力の向上として、１学期は各教員が授業を見合う授業交流週間を行い、２学期

には「ICT機器を活用した授業展開」を中心とした公開研究授業を行っている。１１月末には英

語ネイティブ教員の公開授業も行う予定している。 



   ・奈良学園大学保健医療学部と連携して、傷害予防及びコンディショニングに対するアクションリ

サーチ（運動時のウォーミングアップの方法やけがの防止について）の共同研究を行った。 

   ・放課後支援学習システム「尚志館」の充実として、新 M3（中学１年）より質問対応付き自習室の

開設や「尚志館」の運営指導員体制の整備を行う。 

   ・本学園の特色である「３＋４－４－４（幼小中高）教育連携の充実として、M3英語で内部小学校

でのアドバンテージを活かすグレード制の導入や、７月には中高生が主体となって活動する「自

然再生研究会」による幼稚園交流を実施した。 

   ・進路指導の充実と生徒の第一志望合格の実現に向けて、基準 GTZの達成度について職員会議で周

知し、対策を検討する。 

   ・新進路指導室の整備と指導の充実として、医学部専門予備校との連携（「医学部入試対策講演会」

の実施や Y4（高３）医学部志望生徒への面接や小論文指導）を行う。 

   ・大学探訪（～OB・OG を訪ねて～）の拡充（中３～高２生対象）を行う。１１月に京都大学探訪を

実施（生徒１９名、OB・OG１４名参加）、１２月には大阪大学探訪を予定している。 

   ・グローバルリーダーの育成として７月末に行われた WWL 事業高校生国際会議への参加（Y３生８

名参加）やコロナ禍で実施できていなかったターム留学（Y2・Y３生より１０名参加）や AUS 研

修（Y３生４２名）の実施を予定している。 

   ・探究学習では、Y2 学年の自由探究カリキュラムやルーブリック評価表の作成、中間報告会の実

施など探究学習を推進する。 

   ・ICT 機器の拡充と活用として、ICT 機器を活用した授業展開というテーマで公開研究授業や ICT

活用について三校合同（本校・奈良学園（郡山）・奈良文化高校）研修会を実施した。 

 

３．評価者より  

授業・施設見学、各校種からの報告を受けて以下の質問（●）とご意見（〇）をいただく。 

  ●幼小中高の広報活動の web の充実とは具体的にはどのようなことをされているのか 

   →LINE の公式アカウント登録者に説明会や見学会の発信や YouTube で 6 秒動画配信を地域や年齢

など対象に合わせた配信を行ったりしている。 

  ●教員研修についてどのように行っているのか。 

   →各校種で研修会を企画し実施している。小学校では私立小学校連合会の研修会が教科ごとに行

われている。私学は公立とは違い、教育センター等の研修を提供してくれるところがないため、

学校として研修の場を作らないといけないので、校内では今年度であれば ICT や特別支援に関

する研修会を実施したり、学期ごとの管理職との教員面談で学外の研修会への参加を促したりし

ている。 

  〇異学年交流の取り組みはとても大切なことである。本校ほど計画的・継続的に行われているところ

は他にはないのではと思う。自然再生研究会の取り組みはとてもよく、異学年交流が子どもたちの

発達にとっても有効だと感じた。また、子どもたちが将来社会に出た時に、先輩が後輩に指導の仕

方が分からないという課題に対して解決していけることになると思う。 

  〇外国語活動は、幼稚園から充実したもので、園児の反応が小学生と同じで驚いた。他校で見ると先

生が言ったことに対して反応する様子が見られないこともある。本校の活動が積みあがっていくと

良いものになると思う。 

  〇留学の再開について、中学や高校で留学する生徒が増えると大学での学び方が変わっていくので、



良いと思う。子どもたちが様々な文化や考え方に触れることで、多様化する教室に対応できるよう

になっていくと思う。 

Ⅰ 学校関係者評価・第三者評価委員会 

 

日 時：令和５年３月６日（月）  １０：００～１１：３０ 

    はじめに、本日の予定を確認後、小学校の英語の授業の参観後に指導いただいた。委員会終了 

後に M1（小学５年）・M２（小学６年）のいのちの授業（助産師による性教育の出前授業）も参 

観いただいた。 

評価者：前田 康二 （奈良教育大学 教職大学院 教授） 

出席者：安井教育総括監、兼中学校・高等学校長、梅田小学校長、谷川幼稚園園長 

日比小学校教頭、中野事務長 

菅田高等学校教頭（司会）、岡井小学校教頭（記録） 

 

１．評価者参観・施設見学の感想 

   ・Kahoot!を使用して語順やスペル、適切な応答の仕方などの基礎的な知識を楽しく学べるので、

とても良い。 

   ・スペリングに関して公立小学校の５、６年生より定着しているように感じた。 

   ・（一場面しか見ていないが）問題で出てくる単語や文を発音する場面があれば、イメージと言葉

などが結びつき、もっと学習内容の定着が見られるのではないかと感じた。 

 

２．各校種（幼稚園、小学校、中学校・高等学校）からの報告 

   

   【幼稚園】 谷川園長より今年度の園の活動について説明 

・コロナの感染対策で実施できなかった行事が行えるようになってきた。生活発表会で園児はしっ

かり劇を演じるなど表現することができた。 

   ・「元気なならっこ約束運動」の取り組みとして、地域の方に勤労感謝を園児の言葉で伝える活動

をするなど、地域でも実践できるようになったり、規則正しい生活習慣づくりを目指す「早寝早

起き朝ごはん」運動を推進したりしたとして文部科学大臣賞を受賞した。 

    

   【小学校】 梅田校長より総括資料（分掌・委員会）の重点内容について説明 

    学校経営計画に挙げている重点目標（学年・分掌）をもとに各学期をふり返り成果や課題を、次

の学期繋いで重点目標を達成に向けて取り組んでいる。 

    ◯校務分掌 教務部 

    ・英語のデジタル教科書の実証実験にも参加し、デジタル教科書の採択に向けての動きを持った。 

・公簿や成績処理をすでに校務処理システムを使用しているが、校務 DX を進める上でも検討し

ていかないといけないと状況の中、過渡期として取り組んでいる。 

◯生徒指導部 

    ・防犯や交通安全について学校だけで指導するのではなく、外部講師を招いての取り組みも行っ

ている。 

・いじめに関することについても外部講師を招いて研修を行った。 



・次年度は、現在の児童に（防犯、交通安全、いじめに関することの）学習機会を設けている段

階から、それらのことについて生徒指導という点で児童にせまっていくかなど児童への関わり

方について教員の指導スキルを高めていかなければならない。 

    ◯総務部 

    ・コロナ禍での式典のあり方を幼小中高のつながりを考えた対応を検討している。 

    ◯研究研修部 

    ・コロナ禍で全体が集まっての授業公開が難しかったため、全体研の回数を限定的に持ちながら

教員間で交流授業の機会を各学期１回持つようにした。 

    ・シンキングツールの活用のスキルをつけようと教員全体で推し進めようとした。 

    ・全教員が公開授業において道徳の授業を実施し、道徳の授業の位置づけが小学校の中で重みを

もつことができるなど効果があった。 

    ・次年度も公開授業で道徳の授業を行うこと、教科研究についてはどのような方法で研究を進め

るかを検討することなど授業力をつけていかなければならないと考えている。 

    ◯保健部 

    ・保健部が中心となって感染対策を行えた。 

    ・ダスキンの指導を受けながら小学校全体で統一した清掃方法や衛生清掃を導入することがで

き、美的環境を維持する清掃から衛生環境の維持する清掃に変化してきた。導入した清掃方法

を児童に定着させるためには、教員の理解が大切なため、一層教員の理解を高めていけるよう

にしていく。 

    ◯広報部 

    ・入学希望者を増やすために行った個別見学、YouTube動画広告、リスティング広告が効果的で

あったので、次年度も継続していきたい。 

    ・幼稚園からの内部進学生が減ったので、幼稚園と連携して内部進学生が増える取り組みが必要。 

    ◯one to one委員会 

    ・3 年生以上の Chromebook の使用をさらに効果的にするために一人一台端末を持っている状況

での Chromebookを持ち帰る意義についても検討を進めている。 

    ・自分自身が判断してデジタル機器を活用するところまで持っていくためにどのような方法で

向かっていけるのかを課題としてデジタルシティズンシップ教育の推進に向けて進めていこ

うとしている。 

    ◯キャリア・探究 

・今年度ユネスコスクールに応募して来年度はチャレンジ校としての取り組みを１年間行う状

況。支援担当大学の奈良教育大学の支援も受けながら様々な取り組みをしっかり進めて自立し

た児童を育てたいと考えている。 

 

   【中高】 安井校長より総括資料（分掌・委員会）の重点内容について説明 

    ・「伸び率日本一」をスローガンに大学進学に向けて必要な総合的な学力をつけていくことだけ

でなく、大学に入学や社会に出てから必要とされる非認知能力をつけていくために大学の学び

につながるゼミ形式の探究学習（今年３年目）を進めている。 

    ・その他の特色として海外語学研修やターム留学、各種コンクールなどプログラムベースのグロ

ーバル体験と日々の英語授業で行うグローバル教育の両輪を回していく。 



    ◯教務部 

    ・前年度より研修を重ね、今年度は高校１年生より観点別評価を確立するよう進めている。 

    ・昨年度試験的に実施した生徒アンケートを今年度は全員回答で実施する。生徒の学校生活の満

足度、自己肯定感、自尊感情を問う内容を取り入れている。また各教科の授業の分かりやすさ

も問いにあり、教員の授業改善にも繋がるような内容も取り入れている。 

    ・尚志館（大手の個別指導塾と連携した放課後の学習支援システム）の充実を行う。放課後の自

習室のチューターに本校の卒業生も入ってるが、本校の教員もチューターになれないかなど運

営仕方についても検討を行っている。 

    〇進路指導部 

    ・コロナ禍で中断していた京都大学や大阪大学への大学探訪が行えるようなった。両大学合わせ

て約６０名の生徒が参加した。本校の OB・OG も参加してくれ、施設の見学だけでなく、試験

勉強の乗りこえ方や志望校の決め方などのアドバイス、大学での最先端をいく研究の内容など

を教示いただいている。 

    ・中学校３年生で各大学から先生をお招きして大学模擬授業を実施しているが、今年度の高校３

年生に中学３年で受けた奈良学園大学の周産期医療専門の先生の講義がきっかけでその道に

進みたいと決意し、京都大学の特色入試に合格した。入試の前には面接や「学びの設計書」作

成でも奈良学園大学の先生にご指導いただくなど、高大連携の取り組みの成果であった。また、

今年度もう１名京都大学の特色入試で理学部に合格した生徒がおり、その生徒は小学校の理科

教員の指導を受け、自然再生研究会を立ち上げて研究内容を学会で発表を行ったり、本校幼稚

園児にも自然についての交流を行ったりするなど幼小中高連携の取り組みとなる活動も行っ

てくれた。 

    〇生徒指導部 

    ・中学校、高校で数件の特別指導が行われた。高校での指導は少ないが、中学校でいじめにつな

がる可能性のある内容での指導が数件あった。中学生は基本的な生活習慣や規範意識を身につ

けていく指導が必要であると考え、あいさつの励行や教員と生徒のコミュニケーションにも意

識して取り組んでおり、その成果は出てきている。さらに生徒に気になる状況があれば、校務

処理システムを活用し、全教員で指導及び支援が必要な生徒の情報共有している。 

    ・生徒全員が Chromebook を所持しており、使用については自由度を高めていく指導を行ってい

るが、中には「死にたい」などの検索を行い見守りフィルターにかかる生徒もいる。その情報

が入れば、担任、教育相談係、生徒指導部とも共有して生徒観察や指導にあたれるようにして

いる。 

    〇保健部 

    ・保健部が中心となってコロナ対策を行った。一部の部活で数人のコロナ罹患者が出て活動が中

止になったが、教員の協力も得ながら学校の方針通りのコロナ対策を進めることができた。 

    〇広報部 

    ・中学入試の方法制度（複数受験者に加点、入試日程ごとに受験料を納めてもらう）を改定した。

制度変更による受験者数の変化はなかった。 

・受験者数は減ってはいないが、入学辞退者がいることから併願としての志願者が多いように思

われる。専願者を増やしていくことが課題である。そのために、以前からも取り組んでいるが

本校のより知ってもらうために新聞雑誌等の紙媒体から web媒体の広報へ進めている。 



〇人権推進委員会 

・教員の人権意識の再確認を目的に今年度は部落問題に関する教員研修を行った。 

・道徳の内容も検討し、確実に道徳の時間をとっていくようにしている。 

・全学年で人権作文を教材化してそれを活用した HRを行う。 

    〇生徒会指導部 

    ・尚志祭（文化祭）では、コロナ禍の中での制約のある中で生徒が中心となって計画や運営を行

えた。小学校との合同企画なども行っているがさらに良いものになるように検討していく。 

    〇国際交流部 

    ・コロナで実施できていなかったターム留学やオーストラリア研修が行えるようになった。 

    ・WWL（県立国際高校が拠点校）の活動に生徒運営委員として本校生徒が８名参加している。今

年度は夏の高校生国際会議でスタッフとして参加してくれた。 

    ・Y３（高２）で実施しているオンライン英会話を来年度から M3（中１）・M4（中２）でも実施を

予定している。 

    ・中学生もオプションで希望者の海外研修（シンガポール）を画策している。希望者は海外大学

に進学できるようにエージェント業者と連携も行っている。 

    〇探究活動 

    ・今年で３年目の活動 学年ごとにテーマをもって取り組んでいる。各学年で発表会を行って学

年代表を選び、学年代表は上位大会へ出場している。今年度は Y1（中３）学年でソーシャルチ

ェンジというテーマで本校から２チームが全国大会に出場し、うち１チームは、ベスト１０に

入り決勝に進出できた。 

・探究活動での学びは、自由な発想を持てるようにすることとともに教科学習にフィードバック

し、自分の興味関心や専門性に気づき学部学科選びにつなげていきたいと考えている。 

 

３．評価者より  

授業見学、各校種からの報告を受けて以下の質問（●）とご意見（〇）をいただく。 

  【幼稚園に対して】 

  ●文部科学大臣賞が早寝早起きの取り組みだけだと思っていたが、多くの取り組みを総合して受賞

されたことが分かった。取り組みの内容をもう少し教えてもらえないか。 

   →元気な奈良っ子は「早寝・早起き・あさごはん・あいさつ・お手伝い」を約束として取り組みで、

きっちりしたあいさつしましょうであったり、しっかりおうちの人のお手伝いをしたり、感謝の

言葉を自分の言葉で伝えられるようになりましょうということをどこかの場面で取り入れてや

っている。朝ごはんに関しては、どんな朝ご飯を食べているかを年長児に絵に描かせる取り組み

を行った。どちらの取り組みも保護者に朝ごはんの大切さや基本的な生活習慣や規範意識などを

意識してもらうことも目的にしている。年長の朝当番を見て、年少や年中も園児もあいさつをす

るようになったり、保護者も園児にあいさつすることの大切さを意識して伝えてもらえたりする

様子が見られた。今年度、勤労感謝の日に園児５、６人ずつに分かれて地域の方（病院や薬局な

ど）にあいさつに行った。園児が地域の人にありがとうと言えたことがとてもうれしそうだった。

朝ごはんを食育としてとらえ、園で栽培した野菜を使って料理するなどの活動もした。様々な取

り組みを総合的に評価していただいたと思っている。 

  〇元気な奈良っ子の取り組み内容や園児や保護者の様子を聞いて、家庭や親御さんへの意識付けに



良い効果が出ているこがよく分かった。 

●幼稚園の広報はどうされているのか。 

→今年度、入園希望者が少なかったので、３歳児の保育を体験してもらったり、２歳児の保育が休

みになっている月曜日に１歳以下の子どもと保護者の親子で楽しむ機会を設けたりした。HP を

見ていただいているのか、新規の方も申し込んでいただけるようになった。来年度にもつなげら

れるようにしていきたい。 

→ターゲットの地域や年齢対象にピンポイントで募集広告を送れるようになった。始まったばかり

だが、効果が出ればと思っている。 

  ●総括表の幼小交流に良い評価がついていないがそれはなぜか。 

   →年間で幼小交流の行事はあるが、行事で集まるだけでなく、普段の長い休み時間に幼稚園の園庭

に小学生が遊びに来られたり、園児も小学校の運動場に遊びに行けたりなどできたらと考えてい

るが、コロナで思うように進まなかったことなどから低い評価となった。 

 

  【小学校に対して】 

  ●校務システム、デジタル教科書、デジタル採点などを導入されているが、先生方は新しいシステム

への対応はどのようになっているか。 

   →成績処理や公簿の処理をアナログで行っていたものが、入力するだけでよい状態になってきて

いることに対して処理の方法がわからないということは全くないが、新しいシステムばかりに頼

るのではなく、その（公簿や成績処理の）仕組みがどのように進めないといけないのかを理解し

たうえで、間違いが生じないかしっかり点検しながら行っている。 

   →デジタル教科書については、全ての教科をデジタル教科書で進めるということではなく、より効

果的な教科や単元を見定めていくことが必要だと認識している。しかし、今後、デジタル化の流

れを避けて通ることはできないので、効果的かつ効率のいい形で学習活動ができるような使い方

を教員で検討していかなければと考えている。 

   →システムの使い方については、不得意な教員は得意な教員に教えてもらったりしながら、全体に

使用方法を広げていっている状況。 

  ○（英語の）授業を見て、一人一台端末で作業したり、学習したりする活動があったり、ハワイ交流

校との交流されている様子から、奈良学園小学校では授業の中でのデジタル活用が進んでいるよう

に感じた。 

  ○式典など必要なところは校種を超えて統一を図っていることは、保護者や外部の人から見て一貫

性があることはとてもいいことだと思う。 

  ●ユネスコスクール認定に向けて支援大学からどのような支援を受けるのか 

   → 

  【中高に対して】 

  ●観点別評価を行うにあたって教員の悩みなどはないか。 

   →昨年度から評価は学期末や学年末だけで行うのではなく、単元ごとに各観点について評価する

ことで、学習の過程を見て生徒に次の目標を持たせたり、授業改善にもつながったりすることを

理念にとして進めている。中学校でも先行して観点別評価を行っているので、その状況も参考に

しながら進めている。 

  ●オーストラリアの海外研修には参加希望はどれくらいあったのか。 



   →オーストラリア語学研修には４２名参加希望。ターム留学（高１・高２で募集）は約２５名の希

望者があり、筆記試験や面接をし、最終１０名が参加することとなった。両研修とも募集し始め

た時は、コロナがどう収束していくかという状況であったが、是非行かせてやりたいという保護

者の強い思いもあったので、保護者の理解を得ながら実施に向けて進めた。語学研修の方は、コ

ロナ前は高校２年の学年全員で実施していたが、今回は希望者のみで実施することとなった。今

回は、受け入れ校は２校で実施している。 

  ○国際交流を進める学校は多くあるが、生徒が海外へという考えまでいけない学校がある中でター

ム留学や海外研修を希望する生徒がいるのは、本校の取り組みがうまくいっているからだと思う。 

  ●探究学習の授業動画やワークシートを保存してそれをどう活用しているのか。 

   →各学年でテーマが定められているが、実施状況（活動時間や年間時数など）が違うので他学年の

教員が活動の様子や内容をリアルタイムで見ることができないので、中間発表及び最終発表会を

録画し、いつでも教員が見られるようにしている。 

  ○幼小中高の英語の取り組みを見せてもらって、各校種での英語教育が単に言葉の教育にとどまら

ずに国際理解教育や世界に目を開くなどもっと広い世界に憧れを持つなど、それぞれの段階で効果

的に指導されているように感じた。そしてその教育が説明にもあった高校での留学への意識につな

がっているようにも感じた。 

 

Ⅱ PTA 関係者による学校関係者評価委員会 

 

日 時：令和５年１月２６日（木）  １４：２０～１５：１０ 

    5時間目（13：20～14：10）に、Y2学年（高校１年）の探究学習発表会の様子をご覧いただいた。 

評価者：《登翔会役員》 

（会長）蜂須賀雅代、（高等学校副会長）佐々木雅代、 

   （中学校副会長）有馬由喜、（中学校書記）森真理子 （登翔会本部役員の方々） 

出席者：安井教育総括監、兼中学校・高等学校長 

菅田高等学校教頭（司会）、立花中学校教頭（記録） 

 

 《校長から》 

探究学習は、今年度で３年目になる。本校では大学進学に必要な総合的な学力をつけることを第一義と

しているが、進学後も輝くことができるよう、そのために必要な探究力の基礎を中高の段階で身に付け

させたいと考えている。探究学習は総合的な学力の向上にもつながるし、大学選びの際の専門性に早く

気付くことも期待できる。大学のゼミにつながるような学びも経験させたい。 

Ｍ４、Ｙ１ともに全国大会に出場する。Ｙ２学年は、朝日新聞主催の SGDｓクエストみらい甲子園にエ

ントリーしている。２月 18 日（土）にＭ３からＹ２学年で交流会を実施する。探究学習はうまくまとめ

きれないこともあるが、学校は安心して失敗できる場所と位置付けている。それぞれの活動の過程を大

切にしていきたい。 

 

《A 委員より》 

・探究学習について、いい経験をしていると思う。続けていただきたい。発信していただけるとよい。

新設の探究ルームもとてもいい学習環境だと感じる。 



・M３の保護者で中学に入って少しとまどわれている方がいる。 

尚志館：全員が会費を払っている。先生がいるのに生徒がさわいでいて集中できない状況がある。質

問対応の先生なのかもしれないが、注意して欲しい。 

【回答】土曜日は、学年の意向で課題未提出者に仕上げる時間として利用させている。学年フロアー

の２教室を利用するので、充分に注意できていないかもしれない。確認して、尚志館の運営指導員

とも連携し、指導していく。 

・クラブ活動：試合、練習のとき顧問の先生がいないときがある。何かあったときに心配である。大

人がついているべきである。 

【回答】基本的に試合や合同練習等で校外に出るときは会場に顧問がいないことはない。確認する。 

 

《B 委員より》 

・探究学習について、正解のない課題に自分の意見を言うということで、とても良い取り組みだと思う。

チーム名も面白い。 

・現在 M４である。来年から Yダイニングの利用ができる。聞くところによると、メニューはいろいろ

あるが、売り切れで食べたいものが残っていない。もっと数を多くできないのか。定食がすぐ売り切

れになる。 

 【回答】現況はそのようになっている。業者（魚国）に増やせないか確認する。 

 

《C 委員より》 

・探究について、見学できてよかった。子供から聞くと、「なかなかメンバーが集まらない、なのに集

まれば文句は言う」などと困っている様子もあったが、苦労しながらもまとまっていくのだと思った。

M2 の児童も、環境問題新聞などの取り組みをしていたが、身近な問題を挙げるだけで、Y2 学年のよ

うに、解決方法までを考えるには至っていなかった。学年が上がることでの成長の流れが見られてよ

かった。 

・定期考査について 

中間、期末ともに範囲の発表が１週間前になる。期末考査については、もう少し早く発表してもらえ

ないのか。数学ロの先生は、試験前に問題を大量に指示されるので、休み時間などもそれを解くのに

使っている。数学イの方は、短い期間でこまめに指示が出る。 

【回答】試験範囲の提示については、１週間前が基本となっている。授業によって多少の変更がでる

ので、その期間も含めると１週間前になる。数学ロについては、確認のうえ課題の指示は早めに出す

よう指導する。 

・リュックについて 

パソコンを持ち帰るので、その分、教科書など手荷物を少なくする工夫をして欲しい。 

ファスナーが硬くて使いにくい。開けにくい。時間が経つと茶色に色あせる。新しいものと比べると

顕著になる。子供は、買い替えて欲しいというが、我慢させている。 

【回答】ファスナーについては、デザインや使い勝手を確認する。色あせについては、改良できるか

業者に問い合わせてみる。 

 

《D 委員より》 

・子供２人、兄、妹がお世話になっている。大変、穏やかに過ごしている。なぜ、穏やかに過ごしてい



るのかを考えるに、クラブ活動の影響が大きいと感謝している。普段、不満を言わない息子が、もっ

と部活がしたいと言う。野球部に所属しているが、冬の活動はほぼ off。試合に負けたら活動はなく

なる。負けた時こそ課題が明らかになり、その後の練習が大切になるのではないか。必死でやり切っ

たという経験をさせてやりたい。野球部は顧問の先生が、中高両方をみているので、その上、この冬

は、三者懇談にも入られていたので事情もわかるが、活動をさせてやって欲しい。 

【回答】野球部については、実技指導ができる教員が一人であり、校務の都合で部活をある程度制約せ

ざるを得ない時がある。外部指導員を招聘することも考えているが、人材がなかなか見つからないの

が現状。部活動の意義は十分に理解している。できるだけ活動を保障していきたいと考えている。 

 

《校長から》 

様々にご意見をいただき、ありがとうございました。できるだけ早急に対応を考えていきたい。 

また、大講義室の映像機器の改修と幼稚園の園児用椅子の入れ替にご支援をいただき感謝する。授

業・保育に有効に活用していく。 

本日お伺いできなかったこともあると思う。いつでもご連絡いただければありがたい。 


